


























ステッブを一歩?っふみなが5システムの再桶築を進めていこう

だ" しかL、システム述111の実務而で.iJ主1'1

身の失flk経験を外コかせば、 必ず大きな戦}}と

なるだろう o

(4) 定期的に相互の情報交換の場を作る

jJIらないふりをする工場折、部がでないように、

そしてしわ窃せが現場にこないように、 半前Ili

双}jlilJでの意見交換の坊を作る。

(5) 他社の成功事例、特に生産管理システム

導入で成功した会社に学ぶ

参考になる成功司Tf9Uはある。 もう一段、 l司ら

の足で導入1刈や市川例を制貸する。これから

は、 他十Jの耕例を参考にしつつ、自分たちが
この栄作でのパイオニアになる気構えが必裂。

(6) 自社の活用レベルを上げながらシステムの

レベルアップ!

現紅の生産包，OJ:!J!システムは5年前、ある大干

企業のMRPシステムを採1+1した。現場での

なって、多くの機能がliil主lでは使えないこと

がわかってきた。-1.1で科うと!H:すぎたのだ。

ムでの人II¥}J;'f{{f告がfほえる 、使えないデータ

入11'，)}に対する不信感が1-1-'.るという悪循環lこ

|泊った。"J能な|決り、シンプルにLて、まず

はfJl坊で活111できる Lベルでスター トし、 1前

川のレベルアップをしながら、段階的にi丹)11

f色1I日を11:げる。
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(7) 

理や運用面では自社開発できる人材で構築

!洲町、費用について事!日jに訪めておくことだ。

引の活用か、パ yケージの活用か、その111:1+1 

システム会全|にIlH発委託を したら、 HJJ侍した

機能が不足し、lUl附 . 111とも当初jの計画を

するに しても人材がし、ない、パッケージをベ

ースにしても結巣として開発委託と(111綴なj犬

態となっているケースもある。 しかし、将来

のことを考えれば、基本システム開発は無理H

としても、 システムに全般にiillじ、 述111や辿

挑システムは向社で|書l発できる人材は育成す

べき。

(8) 柔軟なシステム再構築体制・運用人材育成

を行う

柔軟な対応のためには生産現場とのil子市な述

tjEが必姿。i泣{氏、制 17qで巡月1のためのデータ

管理(illi用マスタ ーや人11'，j)情報)ができ 、必

要なデータはcsv形式(Excelなとで加11で
きるデータ)に入出力できるようにすべき。自

社で追加l変更可能なンステムを選定すべきだ

が、 システム会社の多くはいろいろな#11111を

つけて受託1m発を提案し、結県としてブラ ソ

クポ yヲス化につながっている。n1-.1で F.樽
すべき型I!11:1はここにある。
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復活

復活に向けた新たなチャレンジは社員

の意欲を喚起する

な+品で万ムスシ口 白
今後解決すべき訓UI出として、i![松自ffi}JIIIをはじ

めcÌ'.姿取引先との述tJm'_是正指示情報のJr~込み)や

納期解答。納mJ照会可能なシステム連携の術築が

必要です。凶Iti工業の現状では、東松向動IIL1!!1Jに

も多くの問題があるが、まずは自社から改蓄に取

り殺lまねば始まらなし、。

また‘生 ~'fi管理!システム(製造番号管租1= 製番管

型11、MRP、スケジューラシステム、 CADシステ

ム、 POPシステムなと)はとれも、現場の実務i(li

から見て一長一短があることを認識することも必

要だ。また、厳しい変化対応を行っている現場で

あればあるほど.システムi'liJ日には限界がある。

(つまり、即座の対応は現場のほうが早い)計画管

理の章一変('I!Iは言うまでもないが、実総省:rillをやっ

た分だけがJ巣が出てくる。自制の現状の笑力を知i

り、段階的な泊mを行えばいし、。
総合管理システムと称 L て、多くの'{~)jjと開発

}自JlHlをかけるl時代はすで"に終わった。システム梢

築支緩会社は長WIのスパンでみた岡容志向で考え、

プロセスマネンメン卜人材の育成 ーシステム運72

もftめ、制答II!IJにも っとも効果のある椛築支援の

従案をすべきだ。
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-鰐説・ 伸びる現場をサポートするITの活かし方

回 そして三代目知美の決意目

I羽r，没似iO);早人やll山RiffiE|!、Jjj(filli11 LJ，jl(だけていなく、

情羽iシステムの主主人にも、 |時II¥Jとコ ストの JoIojむか

らのアプローチが必必だったのですね J 

3カIJi長一。洲市 J:-業株式会社の'1尚行列lシス

テムは 品;のj進iiEを伐L、Ilf俄築する ことになっ

たp4lftの逆111:1)(;兄のまま、過去の数T-!JI'JのlT

投資に拘;1~-9 ると、 jむfii ム ー ドをー紛できず、十|

|付人材のさらなるj良質、ビジネスチヘ'ンスの喪失、

など大きな術恨を残すことになるとの間断かりだ。

プロ ジェ クトはスタートしたばかりのシステム

述 I 11 ま での結果は t'I~ていないが、このチャレ ンジ

は111]逃いなく、多くの主1:Jヨ の也、 li!; を II~~起し、 ì7i.111: 

代への事業継泳 技術紋承 J!u¥ -L調停jf，につながる
ことだろう。多くの中堅企業が、新たなチャレン

ジに踏みIIHせないなかで、勇気ある第一歩だ。

~î': -X'おかだ としあき
システムユニ代'1(取締役.変。理大字 l学部非常
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